
　（一社）日本メガネ
協会（日メ協。風早昭
正理事長）が、かねて
から「大規模災害時
眼鏡支援事業」とし
て取り組んできた「支
援メガネの備蓄活
動」を安定して継続
させるために、2024
年11月より、日メ協
内に「事業外会計」を
設け、日メ協会員とと
もに広く眼鏡事業に
携わる全事業者に対
して、寄附募集を開
始した。
　近年、大地震のみ
ならず気候温暖化に
よる想定外の大規模
な自然災害や社会生
活を阻害する事態が

頻発している。その中で、メガネは生活
必需品であり、視力の補正を必要とす
る人にとっては特に重要であるにもか
かわらず、避難時に携行できなかった

ため、不便な生活を強いられている被
災者が多くいる。このような被災者に
対して、メガネの支援に関わることは、
眼鏡関連事業を営む我々業界全体の
社会的責務と考える。
　かつて、このような事態が発生した
際には、各地区の企業・団体が、それ
ぞれの情報ルートを経て、個々に対応
するケースが主流だった。眼科医との
連携活動を重視してきた日メ協では、
（公社）日本眼科医会（日眼医、白根雅
子会長）との関係が深まる中で、2022
年に大規模災害時眼鏡支援に関わる
プロジェクトの参加を呼び掛けられた
のを機に（当時は日本眼鏡関連団体
協議会に対してだが、その後日メ協発
足に伴い、日メ協のメガネ関連団体協
議委員会に移行）、眼鏡業界をとりま
とめる団体として本格的に取り組み始
めることになった。特に非常時下での
困難な環境のもと、メガネの配布の仕
組みを構築する必要があり、現在関東
に1,500本、関西に1,500本のメガネ
の備蓄が完了したところだ。
　2024年1月に発生した「能登半島

地震」では、地元の眼科医会、眼鏡店
及び日メ協のエリア活動委員と連携し
合計291本のメガネを被災地に届け、
被災地支援の一翼を担うことが出来
たと考えている。
　しかし、このような備蓄事業は特定
の事業者の芳志のみに依存する形式
を継続することは適切であるとは言え
ないため、一昨年より日本眼鏡関連団
体協議会（現在は日メ協メガネ関連
団体協議委員会）が有償で備蓄する
スキームに切り替えた。今後、東海地
震、東南海地震、南海地震、首都圏直
下型地震の発生が予測される中で、
備蓄品を充実させ、この事業を継続
的に拡大し、最終的に全国規模の備
蓄メガネを確保することを目標に掲げ
ると、この財源を広く募ることが不可
避と考え、寄附による事業外会計とし
て再整備するに至った。
　災害医療支援策は、厚生労働省や
各地区の地方自治体で取りまとめてお
り、メガネ関連は日眼医との連携した形
で関与することになるが、メガネを必要
とする被災者支援に向けて、業界が一
つになって取り組むことは大変意義あ
ることと思う。この趣旨に対し理解いた
だき、継続的にこの事業活動の寄附に
協力いただければ幸い、と呼び掛ける。
　【寄附金について】（振込先）＝銀
行名：楽天銀行、支店名：第四営業支
店、支店番号：254、預金科目：普通
預金、口座番号：7592177、口座名：
一般社団法人 日本メガネ協会 災害
支援事業。

　RX Japan㈱と日本ジュエリー協会
（JJA）が主催する「第36回 国際宝飾
展」（IJT）が2025年1月15日～18日、東
京ビッグサイト東展示棟で開催される。
　今回は20カ国と地域から650社が
出展。イタリア、ドイツ、ベルギー、スペイ

ン、リトアニア、アメリカ、イスラエル、トル
コ、インド、スリランカ、香港、中国、台
湾、韓国、タイ、ベトナム、インドネシア、
シンガポール、オーストラリアなどが一
堂に集まるので、世界各国のジュエ
リーをIJTで仕入れることができる。
　IJTは、あらゆる種類のジュエリー・
アクセサリーが一堂に集結する日本最
大の大規模宝飾展となっている。

　ハイジュエリーからラグジュアリー、ラ
イトジュエリー、シルバージュエリー、ア
クセサリーのほか、鉱物、天然石ルー
ス、ハンドメイドに必要な素材・パーツま

で、130万点のジュエリーと69万点の素
材を『実際に見て、比べて、仕入れがで
きる』。出展社の中にはライブ販売に力
を入れる企業や、インフルエンサーを活
用する企業など、SNS販売を目的とした
来場者も増加傾向にある。

　公式ホームページでは、出
展社・商品情報を検索可能
なので、来場前にチェックして
おきたい。
　基本的には宝飾卸・メー
カーが出展し、日本、中国を
はじめとしたアジア各国のバ
イヤーとの商談が中心だが、
最近では宝飾品ビジネスに
関心のある人や、ハンドメイド
クリエイターなどが仕入れや
ブランド導入に訪れるなど、
来場者の幅が広がっている。
前回（2024年）は21,412名
が来場し、今年は23,000名
を見込んでいる。

社員がインフルエンサー
に！
県外の顧客をつかむSNS
マーケティング戦略

　また、今期は宝飾小売店向けのセミ

ナーを多数開催するとしており、来場
前にセミナー情報も見ておきたい。
　初日の15日14時からは、㈱ルシルケ
イによる「社員がインフルエンサーに！県
外の顧客をつかむSNSマーケティング
戦略」と題したセミナーが開催される。

　ルシルケイの
代表取締役社長
の鈴木晃司氏と
TIARA店長の杉
田晴奈氏が登
壇。同社が、地元
以外の商圏を広
げることを急務と
する中で始めた
のが、鈴木社長
の独自の販売哲
学に基づく「社員
インフル エン
サー」の活用術
で、県外からの顧
客集客と売上獲
得に成功してい
るという。セミ
ナーでは、その成
功事例やWEB

記事、動画制作などのSNS活用事例
などを交えながら、Q&A形式で受講
者の疑問にも答えていく。。

　㈱エフ・ディ・
シィ・プロダクツ
（東京都品川
区、代表取締役
社長：岡藤一
朗）が展開する

サステナブルジュエリーブランド「cofl by
４℃（コフルバイヨンドシー）」は、洗練
された印象のペアシェイプカットとマーキ
スカットを施したラボグロウンダイヤモン
ドが輝く「Shape of Brilliance」シリーズ
を11月14日より公式オンラインショップ
及び銀座本店にて発売開始した。
　「cofl by４℃」が目指すのは、地球
とジュエリーの美しい関係。人にも、地
球にも、より良い環境でジュエリーを生
み出していきたいという。

 

　今回登場したのは、再生地金のリ
サイクルメタル（ジュエリーの地産地
消）を使ったK18イエローゴールドの

持続と、ブランド初
となるペアシェイプ
カットとマーキス
カットを施したラボ
グロウンダイヤモン

ド（持続可能な
未来のための
新しい選択）を

主役に据えたジュエリーシリーズ
「Shape of Brilliance」。繊細なカッ
ティングで新しい輝きを宿したジュエ
リーを、ネックレスからピアス、リング
まで用意する。

アジア各国のバイヤーからハンドクリエイターまで

目指すのは地球とジュエリーの美しい関係

20カ国以上から650社が集う国際宝飾展
RX JapanとJJAが主催

サステナブルな素材で彩る
ジュエリーブランド「cofl by 4℃」
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